
重点項目２－１ みやざきっ子の育成

事 業 名
事業費
(前年度)

説 明 (単位：千円)

○新
学校施設長寿命化

計画改定事業

教育委員会

〈学校施設課〉

12,000

児童・生徒に安全で良好な教育環境を提供するため、学校施設長寿命化計画

の中間見直しを行うなど、維持管理に係るトータルコストの縮減を図ります。

○主な事業内容

・対象校 72校

・中間見直し、点検調査等

小学校

プールろ過機更新

事業

教育委員会

〈学校施設課〉

24,000

児童にとって安全・安心な教育環境を維持するため、老朽化したろ過機の更

新を行い、プールにおける安全な水質基準の保持を図ります。

○小学校プールろ過機更新事業

・工事(大淀小、西池小)

※補正前 1,200千円 ⇒ 補正後 25,200千円

小・中学校

高圧受変電設備更新

事業

教育委員会

〈学校施設課〉

50,000

(68,500)

児童・生徒にとって安全・安心な教育環境を維持するため、老朽化した高圧

受変電設備(キュービクル)の更新を行い、学校内における電気系統の安定的な

機能確保を図ります。

○小学校高圧受変電設備更新事業 23,500

・設計(古城小、西池小)

・工事、工事負担金(小戸小)

○中学校高圧受変電設備更新事業 26,500

・工事、工事負担金(大塚中)

小・中学校

屋内運動場非構造

部材耐震化事業

教育委員会

〈学校施設課〉

36,760

(12,640)

児童・生徒にとって安全・安心な教育環境を維持するとともに、災害時の避

難所としての機能向上を図るため、屋内運動場における非構造部材の耐震対策

を行い、児童・生徒や施設利用者の安全性を確保します。

○小学校屋内運動場非構造部材耐震化事業 17,440

・工事(西池小ほか7校)

○中学校屋内運動場非構造部材耐震化事業 19,320

・工事(大宮中ほか4校)

小・中学校

トイレ洋式化推進

事業

教育委員会

〈学校施設課〉

22,100

(10,500)

児童・生徒にとって快適な教育環境を維持するため、生活様式に適した洋式

トイレに改修し、衛生環境の改善を図ります。

○小学校トイレ洋式化推進事業 11,700

・工事(大塚小ほか8校)

○中学校トイレ洋式化推進事業 10,400

・工事(住吉中ほか7校)

小学校

屋内運動場アリーナ

床等改修事業

教育委員会

〈学校施設課〉

2,200

(47,800)

児童にとって安全・安心な教育環境を維持するとともに、災害時の避難所と

しての機能向上を図るため、経年劣化に伴う「ささくれ」や「不陸」等を改修

し、児童や施設利用者の安全性を確保します。

○小学校屋内運動場アリーナ床等改修事業

・設計(木花小)
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重点項目２－１ みやざきっ子の育成

事 業 名
事業費
(前年度)

説 明 (単位：千円)

中学校

公共下水道接続事業

教育委員会

〈学校施設課〉

27,000

生徒にとって衛生的で快適な教育環境を確保するため、公共下水道への接続

を行い、汚水の効率的処理を図ります。

○中学校公共下水道接続事業

・工事、汲み取り清掃(清武中)

ふるさと教育合同

穆園学習会事業

(高岡)

教育委員会

〈学校教育課〉

75

(75)

ふるさとを知り、ふるさとを愛し、ふるさとに誇りをもつ教育活動を推進す

るため、高岡地区小中学校の児童・生徒が郷土の偉人「高木兼寛」の業績や生

き方、考え方について学習する合同穆園学習会の運営を支援します。

○合同穆園学習会

・日程 令和4年12月17日(予定)

・場所 高岡中

「地域とつながる」

キャリア教育

推進事業

教育委員会

〈学校教育課〉

2,730

(2,750)

児童・生徒の社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる能力や態度を育

むため、地域の特色や人材を生かした取組の充実を図り、各学校における9年

間を見通したキャリア教育を推進します。

○主な事業内容

・職場体験学習「夢ワーク２１」

・キャリア教育推進モデル校区実践研究

・キャリア教育推進研修会

・キャリア教育推進プロジェクト会議

児童生徒各種大会

出場補助事業

教育委員会

〈学校教育課〉

9,000

(9,000)

保護者の負担軽減を図るため、小中学校の児童・生徒が吹奏楽や合唱等文化

系活動により九州・全国大会へ出場する費用の一部を助成します。

○対象となる大会

・吹奏楽連盟・合唱連盟主催の大会

(ただし、全国大会につながる大会)

・ＮＨＫ全国学校音楽コンクール

・創造ものづくり教育フェア

・全国小学校管楽器合奏フェスティバル(九州大会)

○補助内容

・交通費及び宿泊費の一部、楽器等運搬費の全部

不登校児童生徒対策

事業

教育委員会

〈学校教育課〉

1,272

児童・生徒に安全なＳＮＳ等のメディア利用方法等について指導するため、

全小中学校に県メディア安全指導員を派遣します。

○主な事業内容

・県メディア安全指導員の派遣

小中学校(72校)の小学4年生、中学1年生を対象

※補正前 3,098千円 ⇒ 補正後 4,370千円
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重点項目２－１ みやざきっ子の育成

事 業 名
事業費
(前年度)

説 明 (単位：千円)

学力・生活状況抽出

調査事業

教育委員会

〈学校教育課〉

戦略プロジェクト

1,062

(1,080)

児童・生徒一人一人の自己肯定感を高め、学力や学校生活の向上に資するた

め、児童・生徒の学力と生活習慣等の状況について、調査・検証し、児童・生

徒の理解や集団づくりの充実を図るとともに、学習指導、生活指導、学級経営

等の改善を図ります。

○対象校 2校

あたたかな人間関係

づくりサポート事業

教育委員会

〈学校教育課〉

戦略プロジェクト

3,070

(3,050)

児童・生徒のあたたかな人間関係づくりや居心地のよい学級づくりを支援す

るため、「よりよい学校生活と友達づくりのためのアンケート(ＱＵ)」を年2回

実施します。

○事業の内容

・実施時期 7月、11月(予定)

・実施内容 よりよい学校生活と友達づくりのためのアンケート(ＱＵ)

・対 象 小学5年生、中学1年生

部活動指導員配置

事業

教育委員会

〈学校教育課〉

308

専門家の指導による部活動の質の向上や教員の負担軽減を図るため、教員に

代わって学校の方針・計画に沿って部活動指導を行う「部活動指導員」が、生

徒を九州大会及び全国大会に引率する際の旅費を支給します。

※補正前 7,392千円 ⇒ 補正後 7,700千円

学校における法律

相談事業

教育委員会

〈学校教育課〉

800

(500)

児童・生徒を取り巻く問題の早期解決や教職員の負担軽減を図るため、弁護

士による教育委員会や学校への助言、教職員向けの法務研修を行います。

小・中学校図書購入

事業

教育委員会

〈学校教育課〉

34,400

(33,700)

学校図書館が「読書センター」「学習センター」「情報センター」としての機

能を果たせるよう図書の充実を図ります。

また、新聞を活用した学習の充実を図るため、各学校図書館に新聞を配置し

ます。

○事業内訳

・小学校図書購入事業 23,400

・中学校図書購入事業 11,000

スクール・サポート・

スタッフ配置事業

教育委員会

〈学校教育課〉

公約関連

戦略プロジェクト

25,161

教員の事務負担の軽減を図るため、授業準備や採点業務の補助、消毒などの

新型コロナウイルス感染症対策に従事する「スクール・サポート・スタッフ」

を追加で派遣します。

○追加配置予定者数 48人

※補正前 18,390千円 ⇒ 補正後 43,551千円
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重点項目２－１ みやざきっ子の育成

事 業 名
事業費
(前年度)

説 明 (単位：千円)

学校ＩＣＴ環境整備

促進事業

教育委員会

〈教育情報研修ｾﾝﾀｰ〉

4,786

小学校における学級増に対応するため、学校ＩＣＴ環境の整備を行います。

○主な事業内容

・タブレット端末充電保管庫設置に係る教室改修工事

・無線アクセスポイントの増設

※補正前 624,402千円 ⇒ 補正後 629,188千円

小中学校外国語教育

推進事業

教育委員会

〈教育情報研修ｾﾝﾀｰ〉

戦略プロジェクト

74,581

外国語指導助手(ＡＬＴ)の25人体制を適切に維持するため、任用更新時期と

なる8月のＡＬＴの入替に伴う手続事務や生活の支援を行い、各中学校へのＡ

ＬＴの適正な配置及びその校区内の小学校へ派遣します。

○主な事業内容

・中学校及び小学校(5、6年生)へのＡＬＴの配置・派遣

※補正前 77,717千円 ⇒ 補正後 152,298千円

○新
宮崎市青少年指導

委員連絡協議会

５０周年記念事業

教育委員会

〈生涯学習課〉

300

宮崎市青少年指導委員連絡協議会に対し、５０周年記念事業の実施に必要な

事業費の一部を助成し、活動の活性化及び周知を図るとともに、青少年健全育

成に関わる関係機関・団体との連携を図ります。

郷土の歴史ＰＲ事業

教育委員会

〈文化財課〉

1,650

歴史教育の機会を拡充し、子どもたちが郷土への理解と愛着を持てるよう「郷

土の歴史や偉人に関する学習」の推進を図ります。

また、文化財や郷土の歴史への理解、愛護意識を深め、タブレット等のＩＣ

Ｔを活用した「未来の教室」を実現するため、文化財のＶＲ映像を制作します。

○事業内容

・地域の文化財を紹介するＶＲ映像制作

※補正前2,500千円 ⇒ 補正後 4,150千円
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